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ト新たな人事構成で町議会スター
新議長に大森忠勝氏を選出

(上院左から)土屋清資議員、竹内和男議員、市津広海議員、木原信次識員、松本国夫議員、安部正開議員、竹井和明議員、

平山弘鵠員、石井要祐識員、久保田秀昭議員、普宮良審議員

(下段左から)矢島憲子議員、大堂闇治議員、下川路動副議長、大森忠勝議長、勢屋康一議員、山田隆一議員、竹井信正議員

新
議
会
体
制
決
ま
る

4
月
初
日
か
ら

5
月
7
日
ま

で
ロ
日
間
開
催
さ
れ
た
平
成
日

年
第
二
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

正
副
議
長
の
選
挙
を
は
じ
め
、

議
会
人
事
が
次
の
と
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
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芦
屋
町
外
ニ
カ
町
競
艇
施
行
組

合
議
会
議
員下

川

路

勲

勢

屋

康

一

大

森

忠

勝

長

忠勝

議

大森

議
長
就
任
に
つ
き
一
言
ご

あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

二
年
間
議
会
運
営
を
預
か

る
う
え
は
、
議
会
の
円
滑
な

運
営
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

本
来
の
機
能
で
あ
る
チ
ェ
ッ

ク
の
充
実
を
は
か
り
、
誠
心

誠
意
努
力
い
た
す
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
本
町
で
は
、
第
三
次

総
合
計
画
の
成
果
分
析
を
踏

ま
え
て
、
将
来
像
と
目
標
達

成
の
た
め
の
施
策
を
明
確
に

す
る
た
め
、
第
四
次
総
合
計

画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
次
総
合
計
画
で
は
、

自
然
や
豊
か
な
文
化
な
ど
二

十
一
世
紀
の
町
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
「
自
然
に
想
い

を」

・
「
地
域
に
輝
き
を
」

・

「
暮
ら
し
に
安
心
を
」

・

「
人
に
元
気
を
」
な
ど
の
将

来
像
を
策
定
し
、
今
後
十
年

間
の
町
づ
く
り
の
方
針
が
示

さ
れ
、
具
体
的
に
施
策
や
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
第
四
次
総
合
計
画

の
更
な
る
推
進
に
向
け
て
、

よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
維
持
し
つ
つ
、
新
た
な
行

政
需
要
に
も
即
応
し
、
住
民

一一1
ズ
に
応
え
る
よ
う
に
と

組
織
機
構
の
見
直
し
が
な
き

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
町
長

が
取
り
組
む
各
施
策
や
事
業

に
対
し
、
各
議
員
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
町
民
の
皆
様
方

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
幸

せ
な
生
活
の
出
来
る
、
即
ち

住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
た

い
町
づ
く
り
推
進
に
努
力
し

て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま

す



パ一れよい添え
1
M
A
交
際
立

長
智
雄
叩
幾
灘

際
問
際
除
隊
隊
隊
機
隊
隊
、

議
案
の
審
査
及
び
調
査
に
万

全
を
期
す
る
た
め
に
、
三
つ
の

常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
構
成
が
次
の
と

お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

員員員員成主;

委委委委

和和康

男明ー勲

総
務
常
任
委
員
会

所
管
事
項
は

金
画
政
策
室
、
総
務
課
、
管
財

課
、
情
報
推
進
課
、
地
域
づ
く
り

課
、
税
務
課
の
所
管
に
関
す
る

事
務
の
調
査
及
び
議
案
、
請
願

等
を
審
査
し
ま
す
。

構
成
メ
ン
バ
ー
は

委

員

長

大

堂

副
委
員
長
平
山

圏
弘治

トヘ

委
員
長
の
所
信
表
明

幻
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
に
当

り
、
そ
の
責
任
と
役
割
の
大
き

さ
に
身
の
引
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

国
の
大
胆
な
改
革
が
進
む

中
、
地
方
行
政
も
そ
の
波
を
大

き
く
受
け
て
、
変
革
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

従
来
の
行
政
手
法
で
は
住
民

の
安
全
と
福
祉
の
向
上
は
望
め

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
始
ま
る
、
町
づ

く
り
第
四
次
総
会
計
画
の
推
進

に
当
っ
て
は
、
町
民
総
意
の
魂

を
入
れ
て
発
想
の
転
換
を
図
り

果
敢
に
挑
戦
す
る
気
構
え
で
、

実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

少
子
高
齢
化
や
心
の
豊
か
さ

が
失
わ
れ
て
い
く
中
で
、
自
然

環
境
と
の
調
和
や
生
活
基
盤
の

整
備
を
図
り
な
が
ら
、
住
民
の

多
様
な
ニ

l
ズ
や
課
題
に
的
確

に
応
え
る
た
め
に
、
精
力
的
に

努
力
を
い
た
し
ま
す
。

議
会
は
執
行
部
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
充
分
に
果
す
と
と
も

に
、
議
決
権
と
条
令
制
定
権
を

有
効
に
活
用
し
て
、
益
々
活
性

化
し
て
住
民
の
負
託
に
応
え
て

、、同

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
声
を
正
し
く
理
解

し
、
公
正
と
誠
実
さ
を
失
わ
ず
、

情
熱
を
も
っ
て
委
員
会
運
営
に

当
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

構
成
メ
ン
バ
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は
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祐
信
次
広
海
良

書
秀
昭

所
管
事
項
は

環
境
共
生
課
、
住
民
課
、
健
康

福
祉
課
、
こ
ど
も
未
来
課
、
教
育

総
務
課
、
社
会
教
育
課
の
所
管

に
関
す
る
事
務
の
調
査
及
び
議

案
、
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

委
員
長
の
勝
信
表
明

行
政
組
織
機
構
改
革
が
施
行

さ
れ
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の

所
管
内
も
課
の
名
称
変
更
や
、

大
規
模
な
職
員
の
配
置
異
動
が

な
さ
れ
、
新
体
制
で
仕
事
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
矢
先
に

大
阪
府
の
外
部
侵
入
者
に
よ
る

児
童
殺
傷
事
件
や
、
福
岡
県
小

郡
市
で
の
児
童
間
傷
害
事
件
な

ど
、
あ
ま
り
に
も
痛
ま
し
い
事

件
が
連
続
し
て
発
生
し
、
将
来

を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
危
機

を
感
じ
る
と
共
に
、
こ
の
様
な

時
節
に
委
員
長
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。

委
員
の
方
々
と
共
に
、
付
託

さ
れ
た
議
案
は
真
塾
に
受
け
止

め
町
民
の
皆
様
の
信
託
に
応
え

る
べ
く
努
力
を
致
し
ま
す
。



経
済
建
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所
管
事
項
は

農
林
水
産
課
、
建
設
課
、
下
水

道
課
、
水
道
課
の
所
管
に
関
す

る
事
務
の
調
査
及
び
議
案
、
請

願
等
を
審
査
し
ま
す
。

委
員
長
の
所
信
表
明

日
本
を
取
り
ま
く
環
境
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
不
良

債
権
処
理
が
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
経
済
状
況
は
悪
化
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
十

四
年
度
の
国
の
予
算
は
、
地
方

交
付
税
の
一
律
5
パ
ー
セ
ン
ト

カ
ッ
ト
の
案
も
浮
上
し
て
お
り

ま
す
。
地
方
分
権
も
さ
ら
に
進

み
、
自
分
の
町
は
自
分
の
責
任

で
自
治
を
進
め
よ
、
い
わ
ゆ
る
、

自
己
責
任
が
要
求
さ
れ
る
時
代

と
な
っ
て
来
ま
す
。
そ
の
中
で

い
か
に
特
色
あ
る
町
づ
く
り
を

し
て
ゆ
く
か
が
我
々
に
課
せ
ら

れ
た
課
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
我
々
経
済
建
設
常
任
委
員

は
英
智
を
し
ぽ
り
、
町
の
活
性

化
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
行
く

所
存
で
す
。
私
も
初
め
て
の
委

員
長
で
あ
り
ま
す
が
、
各
委
員

の
ご
協
力
を
得
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
議
事
能
率
を
高
め
、

運
営
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、

意
見
調
整
を
図
る
場
と
し
て
議

会
運
営
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
構
成
が
次
の

と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

構
成
メ
ン
バ
ー
は
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大
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委
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委
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康
一
清

資

圏

治

恵

子

隆
一
信
次

所
管
事
項
は

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事

項
、
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会

条
例
等
に
関
す
る
事
項
、
議
長

の
諮
問
に
関
す
る
事
項
を
協
議

し
ま
す
。

委
員
長
の
所
信
表
明

当
委
員
会
は
執
行
部
の
提
案

し
た
議
案
や
、
請
願
、
陳
情
に
つ

い
て
上
程
す
る
か
し
な
い
か
、

ど
こ
の
委
員
会
に
付
託
す
る

か
、
ま
た
日
程
の
調
整
を
す
る

委
員
会
で
す
。
他
町
村
で
は
各

会
派
か
ら
、
代
表
者
が
出
て
い

る
所
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
当

町
で
は
会
派
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
総
務
常
任
委
員
会
、
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
、
経
済
建
設
常

任
委
員
会
の
三
委
員
会
か
ら
代

表
二
名
ず
つ
の
六
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
連
合
審
査

会
に
町
民
か
ら
傍
聴
さ
せ
て
欲

し
い
と
要
望
が
あ
り
、
公
開
の

原
則
か
ら
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
場
の

問
題
も
あ
り
取
り
あ
え
ず
四
名

と
し
、
多
く
の
方
々
が
希
望
さ

れ
た
時
は
、
本
会
議
場
で
開
く

か
当
委
員
会
で
検
討
し
、
早
急

に
結
論
を
出
さ
ね
ば
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
委
員
会

も
法
的
に
認
め
ら
れ
七
年
に
な

り
ま
す
。
今
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
、
各
委
員
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
円
滑
な
議
会
運
営
を
行

っ
て
行
く
決
意
で
す
。
町
民
の

皆
様
、
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
ご
遠
慮
な
く
申
し
つ
け
下

さ
い
。


